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表紙　一流の剣道選手と稽古
　昨年の剣道世界大会で団体優勝した木和田大起選手、
山本真理子選手ら９人を招いた小中高一般合同稽古
会が、２月16日、総合体育館で行われました。市内の
少年剣士約130人が参加して憧れの選手から基礎練習
の指導を受け、それを地道に続けることの大切さを学
びました。
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ら
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か
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大
山
ダ
ム
は
、
平
成
19
年
か
ら
ダ
ム
本

体
工
事
に
着
工
し
ま
し
た
。
平
成
22
年
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
が
完
了
し
、
平
成

23
年
５
月
か
ら
平
成
24
年
11
月
に
か
け
て

行
わ
れ
た
試
験
湛
水
を
経
て
、
い
よ
い
よ

４
月
１
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
ダ
ム
を
作
る
目
的
は
、
治
水
、
利
水
、

河
川
環
境
の
保
持
、
発
電
な
ど
様
々
で
す
。

例
え
ば
、
松
原
ダ
ム
は
洪
水
調
節
・
水
道

用
水
・
流
量
の
調
節
・
水
力
発
電
、
下
筌

ダ
ム
は
洪
水
調
節
・
流
量
の
調
節
・
水
力
発
電

を
目
的
と
し
た
ダ
ム
で
す
。

　
今
回
運
用
を
開
始
す
る
大
山
ダ
ム
の
目

的
は
主
に
３
つ
で
す
。

　
一
つ
目
は
洪
水
調
節
。
雨
が
ま
と
ま
っ

て
降
る
と
大
量
の
水
が
川
に
流
れ
込
み
、

洪
水
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
ダ
ム
に

い
っ
た
ん
水
を
た
め
る
こ
と
で
ダ
ム
下
流

の
川
に
流
れ
る
水
の
量
を
減
ら
し
ま
す
。

　
昨
年
７
月
の
豪
雨
で
は
、
７
月
13
日
・

14
日
に
か
け
て
大
山
ダ
ム
上
流
域
で
５
０

２
・
２
ミ
リ
の
雨
量
を
観
測
し
ま
し
た
。

試
験
湛
水
を
実
施
し
て
い
た
大
山
ダ
ム

は
、
豪
雨
時
に
約
８
７
３
万
㎥
（
福
岡
ヤ
フ

オ
ク
！
ド
ー
ム
５
個
分
）
を
た
め
た
こ
と
に

よ
り
、
ダ
ム
が
な
い
と
き
と
比
べ
て
赤
石
川

の
河
川
水
位
を
２
・
２
ｍ
低
下
さ
せ
た
と
推

定
さ
れ
、
松
原
ダ
ム
・
下
筌
ダ
ム
で
も
７

月
14
日
に
洪
水
調
節
を
行
い
、
約
２
８
０

５
万
㎥
を
た
め
た
結
果
、
小
渕
水
位
観
測

所
で
約
０
・
７
２
ｍ
の
水
位
の
低
下
を
観

測
し
て
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
河
川
環
境
の
保
全
。
雨
が
降

ら
な
い
日
が
続
く
と
、
川
に
流
れ
る
水
の

量
が
減
り
ま
す
。
ダ
ム
か
ら
一
定
の
水
を

川
に
流
し
、
田
ん
ぼ
や
畑
の
干
上
が
り
や

川
に
生
息
す
る
魚
や
植
物
な
ど
の
命
を
守

り
ま
す
。

　
３
つ
目
は
利
水
。
い
つ
も
安
心
し
て
使

え
る
よ
う
に
水
を
蓄
え
ま
す
。
大
山
ダ
ム

の
水
は
、
久
留
米
周
辺
地
域
・
福
岡
周
辺

地
域
の
水
道
用
水
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
大
山
ダ
ム
は
、
３
つ
の
働

き
で
筑
後
川
流
域
の
河
川
環
境
と
そ
こ
に
住

む
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
り
ま
す
。

■昭和54年（1979年）
　10月 予備調査の申入れ
　12月 予備調査に関する基本協定書締結   
■昭和59年（1984年）
　２月 水資源開発基本計画一部変更閣議決定
　３月 水資源開発公団赤石川ダム調査所発足
■平成元年（1989年）
　１月 水資源開発基本計画全部変更閣議決定
　　　 「赤石川ダム」から「大山ダム」に名称変更
■平成３年（1991年）
　２月 水源地域対策特別措置法の「ダム指定」を受ける
■平成４年（1992年）
　３月 事業実施方針の指示を受ける
　９月 事業実施計画の認可を受ける
　　　 筑後川水源地域対策基金対象の「ダム指定」を受ける
■平成５年（1993年）
　10月 大山ダム建設事業に伴う基本協定を締結（旧大山町）
　　　 大山ダム建設事業に伴う協定を締結（地元３組織）
■平成７年（1995年）
　２月 付替県道の合併施行に係る基本協定を締結（大分県）
　７月 付替県道工事に着手
■平成10年（1998年）
　１月 大山ダム建設事業に伴う損失補償基準の妥結
■平成11年（1999年）
　１月 水資源開発基本計画一部変更閣議決定
　　　 （工期等の変更）
　２月 水源地域対策特別措置法の「地域指定」を受ける
　３月 水源地域対策特別措置法の
　　　 「整備計画決定」を受ける
　４月 事業実施方針の変更指示を受ける
■平成12年（2000年）
　１月 事業実施計画の変更認可を受ける
　３月 付替町道の補償協定の締結（旧大山町）
　　　 付替町道工事に着手
■平成13年（2001年）
　２月 田来原工事用道路の基本協定を締結（旧大山町）
　３月 田来原工事用道路工事に着手
■平成16年（2004年）
　９月 水没家屋移転完了
■平成17年（2005年）
　３月 大山ダム本体工事の着手に関する協定締結
　　　 付替県道日田鹿本線の一部供用開始
　　　 日田市郡（１市２町３村）合併
　４月 水資源開発基本計画全部変更閣議決定
　８月 事業実施計画の変更認可を受ける
■平成18年（2006年）
　４月 転流工工事に着手
　11月 付替市道上山線供用開始
■平成19年（2007年）
　４月 大山ダム建設工事契約締結
　５月 大山ダム転流工工事転流式
　８月 大山ダム建設工事起工式
　　　 「大山ダム建設工事に対する
　　　 暴力的不当要求行為等排除協議会」設立
■平成20年（2008年）
　８月 ダム本体コンクリートの打設開始
■平成22年（2010年）
　12月 ダム本体コンクリート打設完了
■平成23年（2011年）
　４月 付替県道日田鹿本線の全線供用開始
　５月 試験湛水開始
■平成24年（2012年）
　９月 事業実施計画の変更認可を受ける
　11月 試験湛水終了
■平成25年（2013年）
　４月 大山ダム管理運用を開始

　
私
た
ち
の
住
む
ま
ち
に
は
、
下
筌
ダ
ム
、
松
原
ダ
ム
な
ど
の
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
４
月
１
日
か
ら

新
し
く
「
大
山
ダ
ム
」
が
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
住
む
ま
ち
に
は
、
下
筌
ダ
ム
、
松
原
ダ
ム
な
ど
の
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
４
月
１
日
か
ら

新
し
く
「
大
山
ダ
ム
」
が
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　ＤＡＴＡ
　型式：重力式コンクリートダム（ダム自体の
重さで水の力を支える。ダムで一番多い型）
　堤高（ダムの高さ）：94ｍ
　堤頂長（ダムの幅）：370ｍ
　総貯水容量：1,960万ｍ３
　有効貯水容量：1,800万ｍ３

写真：独立行政法人水資源機構提供
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大
山
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

　
１
月
８
日
、
大
山
ダ
ム
湖
名
命
名
・
大
山

ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
ロ
ゴ
マ
ー
ク
選
定

委
員
会
で
、
大
山
ダ
ム
の
ダ
ム
湖
名
「
烏
宿

湖
」
と
大
山
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
「
ロ

ゴ
マ
ー
ク
」
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
大
山
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
自
然

水
源
と
し
て
の
森
、
人
工
水
源
と
し
て
の
ダ

ム
と
と
も
に
共
生
し
て
い
く
地
域
〜
１
０
０

年
後
の
世
代
の
た
め
に
、
安
定
し
た
水
源
・

自
然
に
戻
し
て
い
く
森
づ
く
り
〜
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
策
定
さ
れ
、
大
山
ダ
ム
を

生
か
し
た
水
源
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
行

動
計
画
で
す
。

　
「
産
業
振
興
」
「
環
境
保
全
」
「
余
暇
活

動
」
を
柱
に
、
観
光
や
ダ
ム
見
学
、
森
林
散

策
な
ど
豊
か
な
自
然
と
新
し
く
完
成
し
た
ダ

ム
を
活
用
し
た
事
業
の
実
現
に
向
け
て
、
大

山
ダ
ム
の
集
水
域
や
市
民
を
中
心
に
、
筑
後

川
流
域
の
住
民
、
大
山
ダ
ム
の
水
を
水
道
用

水
に
利
用
す
る
久
留
米
周
辺
地
域
や
福
岡
周

辺
地
域
の
住
民
が
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

水
源
地
域
の
上
下
流
交
流

　
上
下
流
交
流
と
は
、
ふ
だ
ん
水
の
恩
恵
を

受
け
て
い
る
下
流
地
域
の
住
民
が
水
源
地
域

を
訪
れ
、
ダ
ム
施
設
の
見
学
、
水
源
地
域
住

民
と
の
植
樹
活
動
、
交
流
会
な
ど
を
通
じ
て

親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
水
の
大
切
さ
や

水
源
地
域
の
状
況
、
課
題
等
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。

▲広葉樹の雑木林、紅葉山の再生を目
指して行われた植樹祭

▲建設現場見学会。ふだんは見ること
ができない管理用の施設を見学

　
ダ
ム
は
人
が
作
り
上
げ
る
巨
大
な
建
造
物
。
そ
の
大
き
さ
と
各
所
の
機
能
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

大
山
ダ
ム
に
行
こ
う

４
月
１
日
か
ら
一
般
開
放
し
ま
す大山ダム

管理所
大山ダム
管理所

常用洪水吐常用洪水吐非常用洪水吐非常用洪水吐

堤頂堤頂

ダム湖ダム湖

公募でダム湖名と

大山ダム水源地域ビジョンロゴマークが決定

・大山ダム水源地域
　ビジョンロゴマーク

・ダム湖名「烏宿湖」
うしゅく

大山ダム管理所の周辺は駐車場や
休憩所のスペースがあり、自由に
出入りできます。高さ94ｍのダムの堤頂。ダム湖を見下ろすことができます。

ダム湖にためることができる水の
量は1,800万㎥。25ｍプール４万
個分の量です。

洪水調節に用いる洪水吐き。ふだ
んはここで洪水調節を行います。

常用洪水吐で調節できない大雨など
の緊急時に使用する洪水吐きです。

長さは
370ｍ
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▲約40分で展望台に到着。ダム
湖や周囲の山々が見渡せます。

烏宿自然林を
歩いてみよう
　大山ダム水源地域ビジョンに基づき、ダム周辺の豊かな自然を楽しん
でほしいと散策道の整備が行われました。烏宿山に設置された展望台か
らは日田を囲む山々を見渡すことができます。

　大山ダム水源地域ビジョンに基づき、ダム周辺の豊かな自然を楽しん
でほしいと散策道の整備が行われました。烏宿山に設置された展望台か
らは日田を囲む山々を見渡すことができます。

大山小 大山振興局

市街地▲

大山中大山中

烏宿神社

おおくぼ台
梅園

水辺の郷
おおやま

９
２１２

６

最も手軽にチャレンジできる、烏宿神社の御池からダム湖が見下ろ
せる展望台までのコースで烏宿自然林を散策してみました。 烏宿自然林を歩いてみました！

ヤッホー
♪

中野川ライトアップ

■とき ４月３日㈬～24日㈬
　午後７時～10時
※桜まつりは４月20日に開催。
■ところ
　中野川沿い（元町）
■内容　約１㎞にわたり八重
桜が咲き、その内約100ｍ
がライトアップする
問駅前通り商店街振興組合
　☎㉓５５５９

■とき
　４月上旬
　午後６時30分～10時
■ところ　大原八幡宮横
　（田島２丁目）
■内容　大原八幡宮横にソメイ
ヨシノとしだれ桜が咲きます
問日田市観光協会
　☎㉒２０３６

大原大しだれ桜ライトアップ

※駐車場には限りがあり
ます。

■とき　３月31日㈰
　午前11時～午後２時
■ところ　生涯学習交流
センター（萩尾公園内）

■内容　体験教室、太鼓
の演奏、抽選会、作品展
示・即売会、屋台村など
問生涯学習交流センター　　☎㉖３２１１
　社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８

交流センター桜まつり

問

問
問

▲２～３分で御池に到着。ここ
から散策道を歩きます。

▲野鳥の声や自然林が広がる景
色を楽しみながら散策。

▲烏宿神社の参道の入り口。も
う少し車で進みます。

▲車を止めて、散策道の入り口
である御池を目指します。

▲おおくぼ台梅園の手前の交差点
に烏宿神社への看板があります。

１２

４５

３

烏
宿
自
然
林

　
標
高
約
５
５
０
ｍ
の
烏
宿
山
の
山
頂
は
、

周
囲
に
同
じ
高
さ
の
山
が
な
く
独
立
し
て

い
る
た
め
眺
望
が
よ
く
、
創
建
以
来
１
０

０
０
年
以
上
と
伝
え
ら
れ
る
烏
宿
神
社
が

祀
ら
れ
て
い
る
。
神
社
周
辺
は
古
く
か
ら

神
域
で
あ
っ
た
た
め
、
樹
林
約
７
ヘ
ク
タ

ー
ル
が
人
に
手
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
な
く

残
っ
て
い
る
。

　
自
然
林
は
ス
ダ
ジ
イ
を
優
占
種
と
し
て
、

タ
ブ
ノ
キ
、
ウ
ロ
ジ
ロ
ガ
シ
、
ア
カ
マ
ツ
、

イ
チ
イ
ガ
シ
の
巨
樹
な
ど
、
１
５
０
種
を

超
え
る
種
が
残
っ
て
い
る
。

参
考
文
献
「
日
田
市
の
歴
史
と
文
化
財
」 

か
ら
と
ま
り
し
ぜ
ん
り
ん

ま
つ

蜂ノ巣湖桜まつり

■とき　４月７日㈰
　午前11時～午後２時
■ところ　
　下筌公園（中津江村）
■内容（上下流交流会）
　開会式、アトラクショ
ン（福引き抽選会、魚
のつかみ取りなど）、昼食交流
問蜂ノ巣湖桜まつり実行委員会事務局（坂田）☎54３７２６

いいちこ日田蒸留所春の蔵開き

■とき
　４月６日㈯・７日㈰
　午前10時～午後４時
■ところ
　いいちこ日田蒸留所
■内容
　杜の音楽会、野点など
問いいちこ日田蒸留所
　☎㉕５６００

春を楽しみに
出掛けよう
　今年も桜の季節が訪れます。見頃に合わせて、市内
各所で桜まつりやライトアップが行われます。

石井里山公園桜まつり

■とき
　３月31日㈰　午前10時～
■ところ　石井里山公園
　（石井町３丁目）
■内容　式典、童謡祭り
（地元児童らの合唱な
ど）、芸能大会（各町
内の芸能発表など）
問石井里山公園実行委員会（桜木）☎㉓３６３８

※出店や野点なども行います。

問

問
問

亀山公園桜まつり

■とき　３月31日㈰
　午前10時～午後３時30分
■ところ　
　亀山公園（中ノ島町）
■内容　
　ステージ発表（カラオ
ケ、芸能、市民楽団な
ど）、屋台村など
問島内振興協議会（梶原）☎㉒２５０６問

※烏宿山には展望台が２か
所あります。それぞれの
散策ルートの詳細は、大
山振興局（☎  ３１０１）
にお問い合わせください。
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【問合せ】林業振興課森林整備係☎㉒８２１２

苗木を無料配布しますお知ら
せ

【問合せ】社会教育課スポーツ振興係☎㉒６８６８

市のスポーツ施設・公園緑地施設の
一般使用受付開始

お知ら
せ

市政情報ピックアップ

 宮城県石巻市で東日本大震
災の直前に撮影された「エク
レール・お菓子放浪記」の上
映会を開催します。
※売上げの一部を震災の被災地に
寄附します。

▼とき・ところ　
・３月30日㈯　大山文化センター
　午後２時～３時50分（午後１時30分開場）　　
・３月31日㈰　パトリア日田大ホール
　①午前11時～午後０時50分（午前10時30分開場）
　②午後２時～３時50分（午後１時30分開場）

▼入場料
　前売り券　　一般　１,０００円
　当日券　　　一般　１,５００円
　　　　　　　小・中学生、高校生　　８００円
※前売り券は社会福祉課で販売しています。小・中学生、高
校生は当日券のみです。詳細は、お問い合わせください。

▼とき　　３月７日㈭　午前10時～

▼ところ　中城体育館奥
※雨天の場合は体育館入口。

▼配布本数
　ハナミズキ等の苗木を２００本程度（先着順）
※配布会場では緑の募金活動も行います。ご協力をお願
いします。

▼対象施設
　①総合体育館②中城体育館③大原公園テニスコ
ート④球場・グラウンド⑤公園緑地施設

▼申込先
　①～④　日田市市民サービス公社
　　　　　☎㉔６７５０（総合体育館内）
　⑤　　　日田市市民サービス公社
　　　　　☎㉔４０８１（総合体育館内）
※窓口は午前８時30分、電話は午前９時から受付。
※詳細は、日田市市民サービス公社ホームページ
　（http://www.hita.ne.jp/~shimin.servicekousha/）を
ご覧ください。

【問合せ】社会福祉課福祉総務係☎㉒８２０３

「エクレール・お菓子放浪記」上映会イベン
ト

利用月
４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月

平成26年１月
平成26年２月
平成26年３月

申込開始日
３月１日㈮
４月１日㈪
５月１日㈬
６月３日㈪
７月１日㈪
８月１日㈭
９月２日㈪
10月１日㈫
11月１日㈮
12月２日㈪

平成26年１月６日㈪
平成26年２月３日㈪

【問合せ】生涯学習交流センター☎㉖３２１１
　社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８

介護予防運動体験教室
～いきいき貯筋クラブ～

お知ら
せ

　４月の開講に向けて、介護予防運動教室の体験
教室を開催します。誰でも参加できますのでお気
軽にお越しください。

▼とき　　３月20日㈷　午後１時～１時50分
　（午後０時30分から受付）

▼ところ　生涯学習交流センター

▼参加費　５００円

▼募集数　20人（先着順）
※生涯学習交流センターに電話で申込み。

第66回

日田川開き
観光祭
参加者募集
　５月25日・26日に開催する日田川
開き観光祭の各種行事に参加する個
人・団体を募集します。
※各種申込用紙は市ホームページからダウ
ンロードできます。

【申込み・問合せ】
　日田まつり振興会（観光課施設管理
係内）☎㉒８２１０　㉒８３２８

■対象
　出場者が10人以上の団体
　※出場者の住所は市内外を問いま
　せん。

■説明会日時・場所
　３月21日㈭　午後７時30分～
　市役所７階中会議室
　※事前に電話で申込みが必要。
　※説明会で申請方法を説明します。

■とき
　５月25日㈯・26日㈰
　午前10時から午後４時までの間の20
分程度

■ところ
　ＪＲ日田駅前特設ステージ他
■申込方法
　電話又はファックスで団体又は個人
名、代表者氏名、電話番号、出演内
容（バンド、ダンス等）、曲名、希
望日時を連絡

※出演料、交通費等の諸経費の支給はあ
りません。

※音響設備は既設のステージ音響を使っ
てください。

■申込期限　４月15日㈪

 日田まつり振興会は、大分県暴力団排除条例
及び日田市暴力団排除条例に基づき、本会が主
催者となるイベントに出店する場合について
は、出店者を把握・管理していく必要があると
考えています。
　そのため、本会主催のイベントにおいて出店
する場合は、届出等の手続が必要です。詳細
は、市ホームページをご覧ください。

水郷日田どんたくカーニバル

■応募資格
　市内に居住する18歳以上の女性で、２年間（年20日程度）日田市の観光
や宣伝のために各種イベントに参加できる人

■募集数　　２人
■選考会　　４月11日㈭（予定）
　※時間・会場等の詳細は後日、連絡します。
■選考方法　面接（一般公開はしません）
■副賞　　　旅行券（10万円相当）、着物（制服）など
■申込方法　電話又はファックスで住所、氏名、電話番号を連絡
　※自薦・他薦は問いません。他薦の場合は、必ず本人の承諾を得、申込みの際に
　推薦者の氏名と電話番号も連絡してください。

　※個人情報は、目的以外には使用しません。
■申込期限　４月５日㈮

水郷ひたキャンペーンレディ

ステージイベント

■とき・ところ
　５月25日㈯　午後１時～３時
　三隈川河畔（京町児童公園前）
■参加資格　高校生以上の健康
な人（３人一組）

■申込方法
　電話又はファックスで、代表者氏名、住所、電話番号を連絡
■申込期限　５月10日㈮
※ハンギリ源平合戦のスポンサーも募集します。詳細はお問い合わせください。

ハンギリ源平合戦

【問合せ】商工労政課地場産業振興係☎㉒８２３９

九州北部豪雨等災害復旧特別融資の
申込期間を延長します

お知ら
せ

　九州北部豪雨等で甚大な被害を受けた中小企業
者を対象にした、九州北部豪雨等災害復旧特別融
資の申込期間を下記のとおり延長しました。制度
の利用を希望する人は、商工労政課で被災の証明
を受け、金融機関でお申し込みください。

▼申込期限　８月30日㈮

水
郷
ひ
た
の

イ
メ
ー
ジ
を
取
り
入
れ
た

個
人・団
体
を
歓
迎
し
ま
す
！
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平
成
25
年
度
日
田
市
指
定
ご
み

袋
管
理
・
配
送
業
務

　
　
　
　
　 

入
札
参
加
者
募
集

■
参
加
資
格

・
市
内
の
配
送
業
者
で
あ
る
こ
と

・
運
輸
局
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
（
一
般

貨
物
自
動
車
並
び
に
貨
物
軽
自
動
車
）
の

営
業
許
可
を
既
に
有
し
て
い
る
こ
と

・
指
定
ご
み
袋
を
保
管
で
き
る
倉
庫
を
市

内
に
保
有
し
て
い
る
こ
と

・
市
内
約
２
０
０
の
販
売
店
に
、
随
時
配

送
が
可
能
な
車
両
及
び
人
員
を
保
有
し

て
い
る
こ
と

・
在
庫
管
理
が
で
き
る
電
算
シ
ス
テ
ム
等

を
導
入
し
て
い
る
こ
と

・
そ
の
他
、
市
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と

■
申
込
方
法
　
左
記
に
備
付
け
の
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

■
申
込
期
間
　
３
月
７
日
㈭
〜
14
日
㈭

※
説
明
会
及
び
入
札
日
時
は
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係
　

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

資
源
回
収
団
体
奨
励
金
制
度

　
　
　
　
　
　
　 

登
録
説
明
会

　
資
源
回
収
団
体
奨
励
金
制
度
と
は
、
市

内
の
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
が
資
源

回
収
活
動
を
行
っ
た
場
合
に
、
回
収
量
に

応
じ
て
奨
励
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、

登
録
説
明
会
の
参
加
と
団
体
の
登
録
が
必

要
で
す
。

■
登
録
有
効
期
間
　
１
年
間

■
奨
励
金
の
対
象
と
な
る
資
源
物

　
古
紙
類
、
古
布
、
び
ん
類

登
録
説
明
会

■
と
き
　
３
月
27
日
㈬
　
午
後
７
時
〜

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
大
会
議
室

※
現
在
登
録
し
て
い
る
団
体
も
、
再
度
登
録
が

必
要
で
す
。

※
新
規
登
録
を
希
望
す
る
団
体
は
、
事
前
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
　

　
　
　
　 

３
月
31
日
か
ら
拡
大

　
３
月
31
日
か
ら
、
石
井
町
２
丁
目
、
朝

日
町
、
藤
山
町
、
天
神
町
、
内
河
町
、
三

河
町
、
秋
原
町
、
田
島
３
丁
目
の
各
一
部

の
地
域
で
、
新
た
に
下
水
道
の
利
用
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
区
域
内
に
建
物

を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
建
物
か
ら
排
出

す
る
汚
水
（
台
所
、
浴
室
、
ト
イ
レ
、
洗

濯
等
で
生
じ
る
排
水
）
を
下
水
道
に
流
し

込
む
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

※
工
事
は
、
３
年
以
内
に
着
工
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
工
事
は
市
で
定
め
た
排
水
設
備

指
定
工
事
店
（
現
在
54
社
）
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
供
用
開
始
区
域
内
で
ま
だ
排
水
設
備
の
設
置

を
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

関
係
図
面
の
縦
覧

　
拡
大
す
る
供
用
開
始
区
域
の
関
係
図
面

を
次
の
日
程
で
縦
覧
し
ま
す
。

■
と
き
　
３
月
13
日
㈬
〜
26
日
㈫

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
５
階
下
水
道
課

問
下
水
道
課
管
理
係

　
☎
㉒
８
２
１
９
（
市
役
所
５
階
）

書
き
損
じ
は
が
き
を

 

カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
支
援
に

　　
㈶
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
は
、
書
き
損
じ
は
が
き
や
未
使
用
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
集
め
て
換
金
し
、
地
雷

撤
去
団
体
に
寄
附
し
て
い
ま
す
。
市
内
の

小
・
中
学
校
で
も
回
収
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
㈶
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://cm

c-net.jp/

）

を
ご
覧
に
な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
㈶
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
☎
０
９
２
‐
８
３
３
‐
７
５
７
５

　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　■
と
き
・
と
こ
ろ

・
３
月
７
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
昼
継
続
）

　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

・
３
月
15
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
日
田
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

※
３
日
以
内
に
薬
（
漢
方
薬
、
健
胃
薬
を
除

く
）
を
服
用
し
た
人
、
70
歳
以
上
の
人
は
献

血
で
き
ま
せ
ん
。

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
受
付
時
に
本
人

確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
許
証
、
保
険
証

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
献
血
（
４
０
０
㎖
）
の
み
。

問
日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係
内
）

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

　
在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
人

を
対
象
に
、
認
知
症
関
連
事
業
の
状
況
説

明
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
３
月
14
日
㈭
　

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
６
階
６
０
２
会
議
室

■
申
込
期
限
　
３
月
13
日
㈬

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係
　

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

手
話
講
習
会
入
門
講
座

■
と
き
　
毎
週
火
曜
日
（
４
月
９
日
か
ら

９
月
24
日
ま
で
の
全
24
回
）

　
午
後
７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
３
階
会
議
室

■
対
象
　
小
学
生
以
上

■
参
加
費

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
０
円
が
別

　
途
必
要
）

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
３
月
29
日
㈮

問
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
☎
㉔
７
０
２
６

第
40
回
日
田
市
社
会
教
育
振
興
大
会

　
社
会
教
育
功
労
者
・
功
労
団
体
の
表

彰
、
記
念
講
演
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
３
月
９
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

■
演
題
・
講
師
　
「
社
会
教
育
、
取
り
組

み
課
題
と
担
い
手
の
課
題
」

　
純
真
短
期
大
学
　

　
特
任
教
授
　
正
平
辰
男
氏

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
中
央
公
民
館
内
）

桂
福
点
講
演
会

　　
視
覚
障
が
い
者
の
桂
福
点
氏
が
、
様
々

な
経
験
を
通
じ
て
感
じ
た
社
会
に
対
す
る

思
い
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
語
り
ま
す
。

■
と
き
　
３
月
16
日
㈯
　

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
（
午
後
１
時
開
場
）

■
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

■
演
題
　
「
大
笑
い
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

■
入
場
料
　
５
０
０
円

※
詳
細
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
害
児
支
援
の
会
ぱ

れ
っ
と
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
害
児
支
援
の
会
ぱ
れ
っ
と

　
☎
０
９
０
‐
８
７
６
５
‐
６
４
６
８

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

ひ
た
市
民
環
境
会
議
特
別
講
演
会

■
と
き

　
３
月
26
日
㈫
　
午
後
７
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
大
会
議
室

■
演
題
・
講
師

　
「
『
節
約
』
〜
お
さ
い
ふ
に
優
し
い
3
R

講
座
」

　
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
和
田
由
貴
氏

問
環
境
課
企
画
推
進
係

　
☎
㉒
８
３
５
７
（
市
役
所
２
階
）

咸
宜
大
学
開
講
50
周
年
記
念
式
典

　
式
典
や
学
習
発
表
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
３
月
14
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

　
（
午
前
９
時
30
分
か
ら
受
付
）

□
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
他

※
昼
食
会
が
あ
り
ま
す
。

問
中
央
公
民
館
　
☎
㉒
６
８
６
８

　
池
田
☎
㉓
９
０
７
８

大
原
の
郷
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
女
声
グ
ル
ー
プ
ね
む
の
会
会
員
と
参
加

者
で
春
の
歌
を
合
唱
し
ま
す
。

□
と
き
　
３
月
18
日
㈪
　
午
前
10
時
〜

□
と
こ
ろ

　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
大
原
の
郷
（
神
来
町
）

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
。

問
梅
山
　
☎
㉓
４
６
６
６

多
重
債
務
無
料
相
談
会

□
と
き
　
３
月
19
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

□
と
こ
ろ

　
市
役
所
地
下
消
費
生
活
相
談
室

※
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
再
生
相
談
室
に
電
話

で
申
込
み
。

問
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
再
生
相
談
室

　
☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
７
７
７
７

タ
ウ
ン
情
報

くらしの情報Information ３.１ 次回の広報ひた３月15日号は、３月15日㈮に発送します。

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉大分県人権啓発

イメージキャラクター 
こころちゃん

【問合せ】人権啓発センター　☎２２‐８０１７（市役所別館１階）

人権コラム　

心、豊かに
市民意識調査報告⑫

　平成24年４月１日号から、平成23年に実施した「人権に関する市民意識調査」の結
果報告を掲載してきましたが、今回が最後となります。
　回答していただいた皆さんからの貴重な意見の中に、「同和問題を知らない人にまで
知らせる必要があるのか」「夫婦・親子間の相手を思いやる気持ちの欠如、子どもへの
ネグレクト（養育放棄）、障がい者や感染者に対する知識のなさゆえの誤解など、自分
に直接関わりがなければそれ以上知ろうともしないのがほとんどの人の現状ではないの
か」などの意見がありました。
　しかし、結婚相手の身元調査の依頼が後を絶たず、それが結婚差別につながりかねな
い問題、インターネットの掲示板やツイッター（パソコンや携帯電話で投稿や閲覧がで
きる情報サービス）に差別的な表現や誹謗中傷する表現が掲載される問題など、いまだ
に同和地区の人に対する忌避意識や差別意識が残っています。
　さらに、子どもが虐待や育児放棄で亡くなる事件、いじめや体罰によって自殺に追い
込まれる事件など、人権問題は深刻な状況にあります。また、個人情報が不正に取得さ
れる事件では高齢者が振り込め詐欺に遭うなど、誰もが不当な差別や被害を受ける可能
性があります。
　人権問題は、家庭や地域、学校や職場、日々の生活の中で、結婚や就職時など、いつ
でも、どこでも、誰にでも起こり得る身近な問題です。
　同和問題を始め様々な人権問題の解決に向けて、一人ひとりが正しい知識を身に付
け、常に相手の気持ちを考えた行動を心掛けることが必要です。
　今回の人権に関する市民意識調査の結果を踏まえ、家庭や地域、学校や職場でお互い
の人権を尊重し合えるような差別のない明るい日田市を目指し、今後も人権教育・啓発
の取組を進めます。

※「平成23年度人権に関す
る市民意識調査報告書」
が必要な人は、人権啓発
センターで配付します。
また、市ホームページに
も掲載しています。

か
つ
ら
ふ
く
て
ん

問問問

問問問問問

問問

問問問
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一部負担金の減免
 一部負担金の減免とは、本人が医療機関の窓口で支払う医療費（医療費の自己負担割合３割分）自体
が減額・免除される制度です。減免の可否は、本人の申請で決定します。
　次に該当する人は、減免申請とその理由を証明する書類を提出してください。
・震災、風水害、火災等の災害により死亡又は資産に重大な損害を受けた
・事業又は業務の休廃止、失業等で収入が著しく減少した等

加
入
・
脱
退
の
手
続
は

        

　
　
お
早
め
に

　
医
療
保
険
制
度
で
は
、
誰
も
が
職
場
の
医
療
保
険
や
国

民
健
康
保
険
（
以
下
国
保
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
社
会
保
険
等
に
加
入
・
脱
退
を
し
た
場
合
、
自
動

的
に
資
格
変
更
の
手
続
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
本
人
又
は
家
族
が
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
免
除
制
度
を

　  

知
っ
て
い
ま
す
か

　
経
済
的
に
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人

は
、
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
が
免
除
又
は
猶

予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
学
生
を
対
象
に
し

た
、
在
学
中
の
納
付
を
猶
予
す
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
国
保
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
が
、
手
続
は
世
帯

単
位
で
保
険
税
の
納
付
な
ど
は
世
帯

主
が
ま
と
め
て
行
い
ま
す
。

加
入
の
手
続

転
入
し
て
き
た

　
他
の
市
町
村
の
転
出
証
明
書
、
印
鑑

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
・

職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
該

当
し
な
く
な
っ
た

　
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
証

明
書
、
年
金
手
帳
、
印
鑑

※
職
場
の
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
た
場

合
は
、
被
扶
養
者
で
は
な
い
と
い
う

証
明
書
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
が
必
要

で
す
。

国
保
加
入
世
帯
で
子
供
が
生
ま
れ
た

　
保
険
証
、
母
子
健
康
手
帳
、
印
鑑

脱
退
の
手
続

転
出
す
る

　
保
険
証
、
印
鑑

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
・

職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に

な
っ
た

　
国
民
健
康
保
険
と
職
場
の
両
方
の

保
険
証
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
（
職

場
の
健
康
保
険
証
が
未
交
付
の
場

合
は
加
入
証
明
書
）

国
保
の
被
保
険
者
が
死
亡
し
た

　
保
険
証
、
年
金
手
帳
（
年
金
証

書
）
、
印
鑑

そ
の
他
の
手
続

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
に
な
っ
た

　
保
険
証
、
年
金
証
書
、
印
鑑

住
所
、
氏
名
、
世
帯
主
が
変
わ
っ
た

　
保
険
証
、
印
鑑

世
帯
を
分
離
・
合
併
し
た

　
保
険
証
、
印
鑑

保
険
証
を
無
く
し
た
、

　
　
　
汚
れ
て
使
え
な
く
な
っ
た

　
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
、
印
鑑

就
学
の
た
め
別
に
住
所
を
定
め
る

　
保
険
証
、
在
学
証
明
書
又
は
学
生

証
の
写
し
、
印
鑑

【
問
合
せ
】
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係
　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

　
【
問
合
せ
】
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係
　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）
　
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所
　
☎
㉒
６
１
７
４

交通事故に遭ったときは、国民健康
保険で治療することができますか？

Ｑ

交通事故など第三者による行為でけ
がなどをしたときは、健康保険課に
届出が必要です。なお、この治療費
については一時的に国民健康保険が
負担し、後日、市が加害者に請求し
ます。

Ａ

現在、市の国民健康保険に加入していますが、家
族の社会保険の扶養に入ることはできますか？

Ｑ

年収が１３０万円未満で、被保険者の年収の
半分未満であれば被扶養者になることができ
ます。（健康保険の種類によって基準が異な
りますので、詳細は、勤務先にお問い合わせ
ください）なお、被扶養者として認定された
後に国民健康保険の脱退の手続が必要です。

Ａ

こんなときはどうするの？　Ｑ Ａ＆

保険税や医療費等
のトラブルの原因とな
ることがありますので、
必ず14日以内に届出
を行ってください。

申請手続に
必要なもの

・国民年金手帳

・印鑑（認印）

・失業・退職が理由で
免除を希望する人
は、離職票（写し）
又は雇用保険受給資
格者証（写し）
・学生は学生証の写し
又は在学証明書

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

　
　
　
　
　
　
　
納
付
猶
予
制
度

 

保
険
料
免
除
制
度
に
は
、
全
額
免

除
と
３
種
類
の
一
部
免
除
が
あ
り
、

審
査
で
免
除
区
分
が
決
定
し
ま
す
。

　
申
請
者
本
人
、
申
請
者
の
配
偶

者
、
世
帯
主
の
そ
れ
ぞ
れ
が
前
年
所

得
な
ど
の
定
め
ら
れ
た
基
準
に
該
当

す
る
こ
と
が
要
件
で
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
30
歳
未
満
の
人
（
学
生
を
除
く
）

は
世
帯
主
で
あ
る
親
と
同
居
し
て
い

て
も
本
人
と
配
偶
者
の
前
年
所
得
が

一
定
以
下
の
場
合
は
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

 

前
年
所
得
が
一
定
以
下
の
学
生
は
、

在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
し
、

卒
業
後
10
年
間
に
限
り
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
手
続
は
、
住
民
票
が
あ

る
市
町
村
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
　
大
学
（
大
学
院
）
、
短

大
、
高
校
、
高
専
、
専
修
学
校
及

び
各
種
学
校
（
定
時
制
、
夜
間
、

通
信
制
課
程
を
含
む
）
に
在
学
し

て
い
る
20
歳
以
上
の
学
生

※
修
業
期
間
が
１
年
に
満
た
な
い
課
程

に
在
籍
し
て
い
る
人
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

平
成
24
年
度
に
国
民
年
金
保
険
料
学
生

納
付
特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
た
人
へ

　
平
成
25
年
度
も
前
年
度
と
同
じ
学
校

に
在
学
し
て
い
る
人
に
は
、
３
月
下
旬

頃
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
学
生
納
付
特
例

申
請
書
（
は
が
き
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
送

し
、
平
成
25
年
度
（
平
成
25
年
４
月
か
ら

平
成
26
年
３
月
ま
で
）
の
学
生
納
付
特
例

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
が
届
か
な
か
っ
た
人
や
学
校

等
を
変
更
し
た
人
は
改
め
て
在
学
の

事
実
等
に
つ
い
て
確
認
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
手
帳
、
印

鑑
、
学
生
証
の
写
し
又
は
在
学
証
明

書
を
持
参
の
上
、
健
康
保
険
課
又
は

日
田
年
金
事
務
所
の
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　平成24年10月１日から３年間に限り、過去10年以内の納め忘れ
た保険料を納付することができる「後納制度」があります。
　過去10年以内の保険料を納めることで、将来の年金額を増やし
たり、年金の受給権につなげることができるようになります。
※後納制度は事前に申込みが必要ですが、審査の結果、後納制度による
納付ができない場合があります。詳しくは下記又は日田年金事務所に
お問い合わせください。

国民年金保険料専用ダイヤル

　年金記録は、日田年金事務所又は
ねんきんネット（http://www.nenkin.go.jp/n/www/index.html）
で確認することができます。

国民年金の後納制度

☎０５７０‐０１１‐０５０

国
民
健
康
保
険

国
民
年
金
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韓国で日田杉をＰＲ
　１月25日から28日にかけて、韓国ソウル市で「第
31回ＭＢＣ建築博覧会」が開催され、韓国市場の開
拓を目指す日田材海外出荷対策協議会（佐藤浩幸会
長）が韓国の建築会社と共同で日田杉の住宅を初出
展した。期間中は約18万人が来場し、「日本 日田市 
スギとヒノキで家を建てよう」と書かれたブースは
多くの来場者でにぎわった。

九大生が羽田地域の“暮らし”を訪問
　九州大学で社会教育学を学ぶ学生らが授業の一環
で地域の暮らしを調べるため、羽田地域で聞き取り
を行い、その結果の報告会が、１月27日、羽田多目
的交流館で行われた。報告会では14人の学生らが近
所同士の交流、農業や趣味を楽しむ住民の暮らしな
どを紹介。都会では触れる機会の少ない、人の温か
さや地域のつながりの大切さを発表した。

ぼうさいマップ　消防庁長官賞受賞
　日本損害保険協会などが主催する「第９回小学生
のぼうさい探検隊マップコンクール」で、高瀬少年
消防クラブの６年生７人が作成したマップが全国
2018点の中から上位７賞の一つとなる消防庁長官賞
を受賞し、２月１日、市長報告に訪れた。
　作成した７人は、昨年の豪雨災害で被害に遭った
大山町を訪ね、被災者に当時の状況やふだんの防災
意識などを取材。「７・14九州北部豪雨：綿打地区
を救った奇跡の言い伝え」のタイトルでまとめた。
　リーダーを務める佐藤尚紀君は、「被害に遭わない
ためには早く逃げる勇気が必要だと思いました。たく
さんの人にマップで作ったことを広めたいです」と話
した。

ぬり絵で生き物について学ぶ
　２月２日、細密画家の松原巌樹氏を招いたぬり絵
ワークショップがパトリア日田で行われた。これ
は、年々絶滅危惧種が増える中で生き物の大切さを
知ってほしいと開催されたもの。松原さんがデッサ
ンの方法や生き物の特徴などを紹介した後、約30人
の参加者は松原さんが描いた絵を題材にしたぬり絵
に挑戦し、生き物の魅力に触れた。

九州北部豪雨の最高水位碑を設置
　１月29日、高瀬地区で護岸工事中の三隈川堤防で、
九州北部豪雨の最高水位を示す石碑の設置が行われ
た。石碑に刻まれた「2012年７月14日」「九州北部豪
雨最高水位」の文字は、南部中学校３年生の佐藤愛実
さんと髙倉千奈さんが書いた。２人は石碑を前に「二
度と災害が起こらないように思いを込めて書きました」
「忘れてはならない経験だと思います」と話した。

一票の大切さを実感
　２月７日、光岡小学校で選挙出前授業が行われ、
同校の６年生75人が受講した。生徒たちは選挙の仕
組みについて説明を受けた後、選挙クイズに挑戦。
投票用紙のクイズでは実際に紙に触れ、折り曲げて
も自然に開くことや破れにくさを体験した。その後
の模擬投票では給食をテーマに投票を行い、生徒た
ちは真剣な面持ちで一票を投じた。

まちのわだ
いＴＯＷＮ

 ＴＯＰ
ＩＣＳ 

ＩＮ Ｈ
ＩＴＡ

ぽかぽか晴天の下で麦踏み
　２月10日、夜明上町の麦畑で「第15回大肥郷麦踏
み大会」が行われた。晴天に恵まれたこの日は市内
外から家族連れなど約３５０人が参加。約10ｃｍほ
どに伸びた若芽を一歩一歩踏みしめた。
　その後行われたドラム缶ローラー麦踏み競争では、
まっすぐ進まないドラム缶に参加者が悪戦苦闘。子
供から大人まで歓声を上げながら楽しんだ。
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★印は事前予約が必要です。※児童館の利用には、年１回登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

　誕生日の記念にお子さん
の写真を載せてみませんか。
応募方法は次のとおりです。

■対象
　５月に誕生日を迎える３
歳までのお子さん

■掲載人数　20人程度（抽選）
※抽選の結果は、当選者のみ
　にご連絡します。
■申込方法
　下記のいずれかの方法で  
　お申し込みください。
○はがきから
　住所、お子さんの氏名と
　生年月日、保護者名、昼
　間の連絡先の電話番号を
　記入の上、郵送
○ホームページから
　市ホームページ（電子申
　請システムのページ）か 
　ら申込み
○携帯電話から
　下記の２次元コードから
　申込み

※申込みの際は、写真を送付
　する必要はありません。
■申込期限　４月１日㈪
■申込み・問合せ
　〒877－8601
 （住所記載不要）総務課広報係
☎㉒８６２７(市役所４階)

子育てを応援します！

じどうかん
支 援 施 設

日田市の人口
月３

中央児童館
☎２７－６４０６

★カレンダー作り
　　　　＆お話会
　６日㈬・14日㈭
　午前10時30分～
●せいまお兄さんと
　遊ぼう
　８日㈮　午前11時～
●総合訓練
　13日㈬　午前11時～
●療育事業（音遊び）
　22日㈮　午前11時～

天瀬児童館
☎５７－８９２２

●お誕生会＆お話会
　６日㈬
　午前10時30分～
●お話会
　９日㈯
　午前10時30分～
●おしゃべり会
　13日㈬
　午前10時30分～
●異世代交流の日
　27日㈬～29日㈮
　午前10時30分～

大山児童館
☎５２－２９０１

まえつえ
子育て支援施設
☎５３－２４０９
●おひな祭り
　・お誕生会
　５日㈫　午前10時～
●おしゃべりタイム　
15日㈮　午前10時～
●ランチday
　19日㈫　午前10時～

ひのくま
子育て支援センター
☎２２－７５６５

★親子クッキング
　15日㈮
　午前10時～正午
●２・３月生まれの誕生会
　18日㈪
　午前11時～正午
●リトミック
　25日㈪
　午前11時15分～11時45分

丸の内
子育て支援センター
☎２３－１８９０

●リトミック
　６日㈬
　午前11時～11時30分
★お別れ会
　13日㈬（桂林公民館）
　午前10時～正午
★小袋先生の発達相談
　27日㈬
　午前９時30分～午後４時

チャイルド
プラザ

☎２５－５３００
★ベビーヨガ
　11日㈪　午前11時～
★小さなひな祭り会
　14日㈭　午前11時～
　※平成23・24年生まれ
　が対象です。
●初めての日・お誕生会
　19日㈫　午前11時～

大口心春ちゃん
（１歳・天神町）

こはる
諌山茉悠ちゃん
（１歳・日ノ出町）

ま ゆ
坂本朝陽ちゃん
（１歳・大肥本町）

あさひ

の主な催し
（平成25年１月31日現在）
□人口　71,086人
　　　　 （前月比-75人）
□ 男  　33,575人
□ 女  　37,511人
□世帯　27,061世帯

●★チューリップ
　　ホルダー作り
　６日㈬
　午前10時30分～
●鉛筆立て作り
　９日㈯
　午前10時30分～
●キラキラモールの
　ブローチ作り
　16日㈯
　午前10時30分～

小
小

小

乳

財津福助ちゃん
（２歳・天神町）

ふくすけ
岡松洸希ちゃん
（２歳・天神町）

こうき

なおまさ
横尾直政ちゃん
（３歳・丸山２丁目）

山下晴大ちゃん
（２歳・藤山町）

はるた
熊谷夢翔ちゃん
（３歳・上城内町）

ゆめと
髙瀬大揮ちゃん
（３歳・内河町）

だいき
安部朋佳ちゃん
（３歳・天瀬町馬原）

ともか

乳 …乳幼児対象
小 …小学生対象

よういちろう
宮崎陽一郎ちゃん
（２歳・竹田新町）

れん
近藤 蓮ちゃん
（２歳・あやめ台）

る い
本松琉生ちゃん
（３歳・田島１丁目）

波多江雫月ちゃん
（３歳・淡窓２丁目）

しずく

さ き
江藤咲葵ちゃん
（１歳・天神町）

あやの
穴井綺乃ちゃん
（１歳・三本松新町）

江田大惺ちゃん
（１歳・天神町）

たいせい

げんしん
伊藤玄真ちゃん
（２歳・神来町）

荒木翔清ちゃん
（２歳・南元町）

しょうせい
長谷部翔太ちゃん
（２歳・天神町）

しょうた
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淡窓図書館　　　　　
☎２２‐２４９７（　26‐3210）
開館時間：午前10時～午後７時
　　 （日曜日は午後６時まで）

　いよいよ春。ポカポカ陽気に誘われ
てお出掛けするのも良いけれど、たま
にはのんびりと読書はいかがでしょう
か。

図書館に行こう

図書館の本を読んで、挑戦してみました！
～パパでも作れる通園バッグ～

みどりのスキップ
安房直子／作　出久根 育／絵
偕成社

　大好きな花かげちゃんを寝ずの
番で守ろうとするみみずくの、は
かない思いと高らかにやってくる
みどりのスキップの様子が、美し
い文章と絵でつづられる。安房直
子の名作に、美しい挿絵を付けた
絵童話。

ものづくりは、演歌だ。
包行 均／著　ダイヤモンド社　

　度肝を抜くユニークなネーミン
グでマスコミを引き付け、国内外
で急成長を続ける福岡県うきは市
の破天荒な農機具メーカー経営者
が記した“ものづくり”の極意。義
理と人情の“ものづくり”が世界を
うならせる。

名作うしろ読み
斎藤美奈子／著　中央公論新社

　有名な書き出しは数々あれど、
さてラストは。古今東西の名作１
３２冊をラストの一文から読み解
く、楽しくてためになる丸分かり
文学案内。新聞での連載が好評、
ついに単行本化。

　職員と一緒に図書館で購入する
本を選んでみませんか？
　読書モニターの任期は１年間で
す。申込用紙は窓口に備え付けて
います。本が好きな人、図書館の
選書に興味がある人は、是非参加
してください。

日 月 火 水 木 金 土

17
24
18 19 20 21 2322

29 3025 26 27 28

３
１ ２

10

６ ７４ ５ ８ ９

15 1613 1411 12

○○○３月の休館日（○…休館日）
おいでよ！おはなし会

　ボランティアの皆さんによる紙
芝居や読み聞かせが楽しめます。
●とき　　
　３月９日㈯　午後３時～４時
　３月23日㈯　午前11時～正午
●ところ　児童コーナー

新
刊

新
刊

新
刊

募
集

▼ママ作って！
　ボクの、わたしの
幼稚園バッグ　

　雄鶏社／編
　雄鶏社

　娘の通園バッグを作りました。今
使っている市販のバッグは、２歳の
娘には大きく、いつも引きずって歩
いているので、バッグの底が地面に
触れないサイズのバッグを作ること
にしました。
　本選びでは、初心者向けの本を見
付けたつもりでしたが、最初は書いて
いる意味がまるで分かりませんでし
た。布には「縫いしろ」や「まち」な
どがあり、布に印を付けるチャコペン
がなかったので娘の色鉛筆で代用する
など悪戦苦闘しました。ここまで３時
間。縫い始めるまでにとても時間が掛
かりました。ミシンは初めてでした
が、妻の指導の下、一番遅いスピード

で何とか縫い進め、やっと完成しま
した。
　今回、生地を選ぶところから悩み
に悩み、裁断、縫製にも苦労しまし
たが、娘の喜ぶ姿を見て作って良か
ったなと思いました。
　入園シーズンを前に、皆さんもお
子さんの通園バッグ作りに挑戦して
みてはいかがでしょうか。

平成25年度
選書モニター募集

31

夜間当番医日曜・祝日当番医 （午後７時～10時）

内
科

外
科

歯
科

月 月 日 曜日 所在地 電話 病医院名 所在地 電話

月 日 病医院名 所在地 電話

月 日 病医院名

病医院名

所在地 電話

◎
来
院
前
に
電
話
が
必
要

◎
○
印
は
午
前
９
時
〜
正
午

◎
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆救急指定病院　日田中央病院（淡窓２丁目）　☎㉓3181　　　聖陵岩里病院（銭渕町）　　　　　　☎㉒1600
　　　　　　　　済生会日田病院（清水町）　　☎㉔1100　　　一ノ宮脳神経外科病院（竹田新町）　☎㉔6270
◆大分県こども救急電話相談　☎097-503-8822又は♯8000（携帯電話、プッシュ回線）
◆こどもの救急ホームページ　社団法人日本小児科学会  http://kodomo-qq.jp

佐 藤 内 科 医 院
膳 所 医 院
下 飛 田 小 児 科
日 野 内 科
松浦クリニック
福 田 医 院
聖陵花月クリニック
河津内科呼吸器科
桂 林 病 院
こじかこどもクリニック

田島１丁目
本 町
中央１丁目
天 神 町
中央１丁目
清岸寺町
清 水 町
石井町2丁目
城町１丁目
清岸寺町

22 - 1 1 7 0
2 2 - 3 2 9 2
2 4 - 1 1 4 8
2 3 - 6 0 0 9
2 4 - 4 1 5 5
2 2 - 1 6 4 8
2 7 - 5 0 5 0
2 3 - 8 1 2 3
2 2 - 1 2 3 1
2 8 - 8 7 7 1

城 谷 病 院
五反田胃腸科外科病院
堀田クリニック
秋 吉 病 院
大 河 原 病 院
原 病 院
城 谷 病 院
五反田胃腸科外科病院
堀田クリニック
秋 吉 病 院

村 山 歯 科 医 院
※石﨑歯科医院
髙 木 歯 科 医 院
せさき歯科医院
※ 林 歯 科 医 院
田 吹 歯 科 医 院
※せさき歯科医院
石 﨑 歯 科 医 院
石 井 歯 科 医 院
林 歯 科 医 院

元 町
若 宮 町
新 治 町
豆 田 町
隈２丁目
三本松２丁目
元 町
若 宮 町
新 治 町
豆 田 町

23 - 6 1 1 5
2 3 - 8 3 8 6
2 2 - 2 6 6 2
2 3 - 0 8 0 8
2 2 - 3 1 3 1
2 2 - 7 1 5 1
2 3 - 6 1 1 5
2 3 - 8 3 8 6
2 2 - 2 6 6 2
2 3 - 0 8 0 8

本 町
三本松１丁目
三本松２丁目
中央１丁目
上城内町
吹 上 町
中央１丁目
三本松１丁目
日の出町
上城内町

22 - 3 3 0 3
2 2 - 3 0 4 1
2 2 - 2 3 1 7
2 3 - 6 4 8 1
2 4 - 6 6 9 0
2 4 - 5 5 1 0
2 3 - 6 4 8 1
2 2 - 3 0 4 1
2 4 - 6 8 8 6
2 4 - 6 6 9 0

3
10
17
20
24
31
7
14
21
28

3

4

3
10
17
20
24
31
7
14
21
28

3

4

3
10
17
20
24
31
7
14
21
28

3

4

※変更することがありますので、注意してください。
　問合せは、市役所☎㉓3111又は夜間・休日当番医案内
　☎㉓0099（午後５時以降音声テープ対応）へ。

※変更することがありますので、注意してください。
　問合せは、市役所☎㉓3111又は夜間・休日当番医案内
　☎㉓0099（午後５時以降音声テープ対応）へ。

3 こじかこどもクリニック
下 飛 田 小 児 科
佐 藤 内 科 医 院
松浦クリニック
聖陵花月クリニック
若 宮 病 院
麻生小児科医院
日 野 内 科
岩 尾 病 院
膳 所 医 院
隈 診 療 所
河津内科呼吸器科
福 田 医 院
佐 藤 内 科 医 院
こじかこどもクリニック
桂 林 病 院
下 飛 田 小 児 科
若 宮 病 院
聖陵花月クリニック
日 野 内 科
麻生小児科医院
岩 尾 病 院
坂 東 小 児 科
松浦クリニック
隈 診 療 所

河津内科呼吸器科
膳 所 医 院
下 飛 田 小 児 科
こじかこどもクリニック
若 宮 病 院
福 田 医 院
佐 藤 内 科 医 院
日 野 内 科
岩 尾 病 院
麻生小児科医院
隈 診 療 所

清岸寺町
中央１丁目
田島１丁目
中央１丁目
清 水 町
南 元 町
淡窓２丁目
天 神 町
淡窓２丁目
本 町
隈１丁目
石井町2丁目
清岸寺町
田島１丁目
清岸寺町
城町１丁目
中央１丁目
南 元 町
清 水 町
天 神 町
淡窓２丁目
淡窓２丁目
誠 和 町
中央１丁目
隈１丁目

石井町2丁目
本 町
中央１丁目
清岸寺町
南 元 町
清岸寺町
田島１丁目
天 神 町
淡窓２丁目
淡窓２丁目
隈１丁目

28 - 8 7 7 1
2 4 - 1 1 4 8
2 2 - 1 1 7 0
2 4 - 4 1 5 5
2 7 - 5 0 5 0
2 2 - 7 1 7 1
2 4 - 2 3 2 3
2 3 - 6 0 0 9
2 2 - 6 1 6 1
2 2 - 3 2 9 2
2 2 - 0 0 3 3
2 3 - 8 1 2 3
2 2 - 1 6 4 8
2 2 - 1 1 7 0
2 8 - 8 7 7 1
2 2 - 1 2 3 1
2 4 - 1 1 4 8
2 2 - 7 1 7 1
2 7 - 5 0 5 0
2 3 - 6 0 0 9
2 4 - 2 3 2 3
2 2 - 6 1 6 1
2 2 - 3 3 0 0
2 4 - 4 1 5 5
2 2 - 0 0 3 3

2 3 - 8 1 2 3
2 2 - 3 2 9 2
2 4 - 1 1 4 8
2 8 - 8 7 7 1
2 2 - 7 1 7 1
2 2 - 1 6 4 8
2 2 - 1 1 7 0
2 3 - 6 0 0 9
2 2 - 6 1 6 1
2 4 - 2 3 2 3
2 2 - 0 0 3 3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

29
30
31
1
2
3
4
5

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

金
土
日
月
火
水
木
金

※救急指定病院は、入院治療が必要な重病患者を対象とします。対象とならない人の受診により、救急指定病院の業務に支障を
来しますので、気になる症状がある場合は、早めにかかりつけ医に受診し、夜間等に診察が必要になった場合は、上記の「当
番医」で受診しましょう。

◯

◯

◯ 4
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　広報ひたは、資源保護のため古紙再生紙と植物油インキを使用しています。

第
７
回
日
田
市
美
術
展
　
書
道
の
部
　
日
田
市
議
会
議
長
賞

武
内
理
恵
さ
ん
（
豆
田
町
）
の
作
品

【
作
品
評
】
筆
先
ま
で
神
経
が
入
り
、
迫
力
の
あ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
あ
り
ま
す
。

大
分
県
美
術
協
会
書
道
部
会
長
　
山
本
雅
風

に
ほ
ふ
ら
む
霞
の
う
ち
の
桜
花
　
お
も
ひ
や
り
て
も
　
を
し
き
春
哉

市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て
８
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か
な

　
先
日
、
小
ヶ
瀬
町
の
元
日
田
郡
森
林
組
合
市
場
の
跡
地

で
、
太
陽
光
発
電
所
の
竣
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一

昨
年
の
福
島
原
発
事
故
以
来
、
全
国
的
に
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
注
目
を
集
め
る
中
、
特
に
、
太
陽
光
発
電
の
建

設
が
九
州
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
田
市
は
従
来
か
ら
「
環
境
都
市
日
本
一
」
を
目
指
し
、

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
取

得
、
ご
み
の
分
別
・
再
資
源
化
に
取
り
組
む
「
ご
み
減
量

作
戦
」
、
生
ご
み
の
分
別
に
伴
う
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
推

進
な
ど
様
々
な
環
境
施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
近
年

は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
発
電
や
風
力
発
電
、
さ
ら

に
水
力
発
電
の
建
設
も
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
環

境
型
発
電
施
設
を
有
す
る
市
町
村
は
全
国
で
見
て
も
あ
ま

り
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
で
は
住
宅
用
の
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事
業
の
推
進
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
時
代
の
ト
レ
ン
ド
を
追
っ
た
も

の
で
は
な
く
、
今
後
の
私
た
ち
の
暮
ら
し
方
に
一
つ
の
方

向
性
を
示
す
も
の
で
す
。

　
電
力
関
係
の
話
題
で
は
、
「
発
送
電
分
離
」
が
議
論
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
発
電
事
業
と
送
電
線
運
営
事
業
を

分
離
す
る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
事
業
の
在
り
方
を

変
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
メ
リ
ッ
ト
は
新
規
事
業
者

が
参
入
し
や
す
い
こ
と
や
価
格
低
下
が
期
待
で
き
る
こ
と

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
消
費
者
が
電
力
会
社

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

な
が
ら
、
電
力
の
不
安
定
な
供
給
で
停
電
が
発
生
す
る
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
は
「
自
分
で
判
断
し
自
分
で
決
め
て
い
く
」
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。

　
自
分
自
身
の
価
値
観
に
向
き
合
い
、
じ
っ
く
り
考
え
て

見
定
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


